
2泡 百単類第8巻第1弓 H日'fj:l35年 4月

の CURTHOFFMANN 博士が 60歳でなくなった。 次で 7 月 にはアメ リ カ合~Ý~

国スタシフォード大学教授 GILBERTM. SM阻I

隠花梢物'又北米注i淡炎水藻の教科書等の若菩書;は我国[に乙於いても如る著名であ

る。 比処lにζ詑んで哀1刊唱4;1の志意、を捧げげ?そのf私伺御I向卸1甘l冥稲を祈る。 (I.l!111幸男)

新著紹介

A.且.3HHOBa: 0 且ByX 13ypbIX Bo江OpOCJUIXH3 
AliTapKTHKH- PhグllogigasH !-lunantothallus 

- AKa.l¥eMI15I HayK CCCP Bcecolo31-roe 60TaIII1可巴CKoe
06ll(eCTsO 60TaHH'leCI(J1H :>KYPI-!aJJ， TOM XLIV， 3 (1959)， 

113.l¥aTJJbCTsO AKa.l¥eMHH HayK CCCP， JIeHHHrp日且，

B-164， MeH且eJJee6CKa5I刀HHH5I， 1. 

エ・デ・ジノパ著:南極産褐藻類の 2属，ヒマントタルス属と

ヒロギガス属に就いて (附1';j:16枚付)

-')辿邦植物学雑誌，14巻，3.1号(1959)掲載，

発行所 ・レニングラー ド，B-164，メンデ レーフ迎 1

')1ニoエッ卜科学アカデ Zー(仰i絡 15)レーフル)

著者は JiI!邦科学アカデミー ・コ7 ロフ名称植物学研究所に所属の女流海秘学者と し

で最近活液な仕事を遂行している。

wて今回著者は，1956年度のソビエット南J医学術探検隊が持ち帰った，大却の褐PYI松l!
本 2{悶休を詳細に観察し，ζれ等の材料とゲ、yプ (1905，1907)・スコッツベノレグ (1907)等

が ~.H織の仕事で己に報告ぜるものとを比較して興味深い結論を述べている。E!fJ ら ζ の論文;

に於て 1新富i，1新結合.1 新名称そして 1 新科の創設を提唱したη T~T桜木邦の海磁フロラ

とは密接な関連はないかも知れないが我国のwH]i探検隊も活躍の折，i:主に抄主張しておくこ
とも有意義かと思う 。

そ乙でジノパの調べた 2個体の楳本は本論文の第1図 (p.373)及び第 2図 (p.374)IL 

示 されているが， それ等はヒ 7 ントクルス コロトケビ、yテ (HunαηtothalhG8korot-

keviczii A. ZINOVA sp. nov.)の学名が与えられ，新郡としてラテン文の記械 をつけ

て発表されている (p.378)。その要旨は次の通りである。『体は基部扇SjZ，附ot(¥l非は多数 ・

不規則に分岐して校を蔽っている。 柄及び校は周平にして長短あり ，単条或いは偽叉:伏に

分岐している ， 悲部と分l岐箇処の下~(flは周平:伏に拡がっている ， 煤施状に探ぢれている。

架片は披壷1-;伏線形，線形，全縁或いは制JI長い裂片を有する，)政質，徽あり ，~係施状に探ぢ

れている』。
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ν ノパは叉詳細な観察ノ ー トを :~f い て いるが， 乙れに依ると今回の4謀本の特徴は (1) 

体は仮根に依って強 〈器物に凶器していること，(2)校の形成法が特徴的である乙と即ち校

の周平部の先端に於て三分岐して校を出す，つまり乙の部分が生長俄を成している訳であ

る。 此の分肢の 2部分が生長し，その後途中で3つ自は死滅流失するのである。 (3)ジノパ

の観察した2個体の中前者は|峨々完全であるが，後者は休の一部が流失していた。然しそ

の断片は乙の標本の採集地点附近から見出された，そのフラグメントの大き 3はうとは 1.5

m， 簡は 25 cm に迷した。乙れ~は乾燥ni本にて j写さ は 2mm に迷す る 。

次にジノ パの新駆と従来南極から己に報告されているものを比絞し，最も近縁紐とし

て Himαntotha1lusspi:r・αZisSKOTTSB. (第3図)があげられている(乙れはヒマントタ

ルス属のタイプ麗である)。

叉フノパは乙の新種と Lessoη似 gγαnd1foli，αA.et E. GEPP (GEPP， 1907) (第4図)

とを比較した。但しζのゲ ップの在lはスコヮ ツベ Jレグによって Phyllogigαsgrandifoli:悩

(GEPP) SKOTTSBERG (SCOTTSB. 1907)として新結合が行なわれたものである。乙の比較

の結果外形 ・内部構造共に極めて近縁である ζ とが確認されfこ。そ乙で ジノパは彼女の新

種がヒマントタ Jレス鳳及びヒロギガス凶の夫々のfillに極めて近いという矛盾に到達した訳

である。クノパはこの矛盾のj原因はヒマントタノレス属とヒロギガス属との聞に混乱が存在

するからである として次の如 く指摘 したのである。 即ちス コッツベノレグは 1907年にヒマ

ントタルス属及びヒロギガス腐の2偶を創設した。 そしてヒロキガス j認の分類に際して

Lωsoni，αg1'aηdifolωGEPP の他に彼自身のr伝説根本 (第5図，第6図)をも資料として

Phyllog匂α.sgmnd1folius (GEPP) SKOTTSB.としたのである。 処でゲ ップの掃図(先述

の GEPP，1907即ち本論文の第41到に示されている)の中にはヒマントタルス属の成体 (第

4図の 1)とヒロギガスの若い体(第4凶の 2)の両方が函がかれている。E!flちゲップの L.

g1・αndifoliαの本体は 2つの服を混ぜている訳であり ，乙れに悲づいているスコッ ツベル

グの PhyUogigαSg1・α冗difolitωは当然 2つの属に所属する 2極を含んでいることになる。

依って乙れを正しく分類し阻むなければならないとジノパは云うのである。

然ら，;r:ヒマントクルス凶とヒロギガス属の両者の相;起点は!司かというと，そのjiJ，:も若

しい乙とは，とと長の万法に於てである。 即ち前者に於いては若羽は休の問主1<部から分裂独

立 して行 くのに対して，後者に於いては， 活安は茎から1i1d 側に生長 して行 く }.I~にあると云う c

ジノパは以上の分類学的経~I\を考荻し ， OHlて今回の南極材料の研究に基づいて次の

結論を導いた。 (1)従米ゲップとスコ ッツ ベルグf'C依って発表されたものと，ノピエット南

極探検隊の採った桜本とは 2つの偶lこ所属するものである乙と，(2)乙れ等の属の聞の従来

知られていたスコザ ヅベ Jレグの分類は材料不十分の為不正確であったとと， (3)それ故に種

と腐の命名が混乱し不当であった。

フノパはどの極をどのJI.tlf乙出1}JiJjさぜるべきか叉夫々の種の ν ノニニιームを次の表の如

く列挙した (p，378)。日/lち
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30 藻類第8巻第1母 昭和 35年4月

Genus Himαηtothall1~S SK01.'TSB. (3極を含めた)

1. H仰1anlothalh/'sspiγau，s SK01.'1.'5B. (属のタイプ)

SK01.'T5BERG， 1907， p. 143， fig. 173-176， tab. 10. (本文第 1図〕

2. Himαηtothal仰sgmndifoli1ω(GEEP) A. ZIN. comb. nov. (新結合)

Syn. Lessoniαgrandゲ"oli，αA.et E. GEPP， 1905， p. 105; 1907， fig. 74 (?)， 

pro parte. -Phyllogigαs 9γαndグ"oliusSKOT1.'5BERG， 1907， fig. 74 (?)， pro 

parte. (本文第4図〕

3. H仰zαntothαllus/coγoto/cevicZ'ii A. ZIN. sp. nov. (新聞〔本文第1図及び第 21きIJ

Genus Phyllogigαs SK01.'TSB. (1 IDiを含めた)

1. Phyllogigas s/cottsbeγgii A. ZlN. nom. nov. (新名称)

Syn. Phyllogigαs 9γαndifolωs SKOTT5BERG， 1907， p. 63， fig. 73， 75-80. 

tab. 6， pro parte. -LessoniαgγαndifolωGEPP， 1907， pl. 1. fig. 2 (?)， 

pro parte. (本文第5図及び第6図〕

最後に乙れ等の腐の分類学的位協に触れているが， 乙れ等の海~S の構造上の基本的特

徴として (1)筒tぎがある乙と (2)短い細胞の糸か ら成る中心胞がある，特にヒマント 11)レ

ス属に発達しているとと (3)コンブ型の粘液腔導は無い乙 と等を挙げ，更にWMt;u学的構造

からそれ等に近い第3の属 Ph.aeoqlossumSKOT1.'5B. (SKOTTBERG， 1907， p. 59)を含め

てジノ パの提唱する新 しい科目imantothallaceaeに含まれるものだという 。この新科の

系統上の位置は特別なグループ，仮称 Himantothallales(?)を将来設けて含めたい旨を

匂は して い るが，目下の処雨阪のこれ等の海磁の~三殖方法は不明なので決断は下 し得ない

と新しい自の創設には庭問符を残している。(JI}橋説往ー北海道大学1:t!学部:fii'l物学教室)
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役員移動

庶務幹事辻寧昭氏，都合により"日和 35~ ド 3 月 31 日付 をもって退任。

会員移動
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